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１．はじめに 
近年、登下校中の学童への不審者による声

かけや不審者による学童への連れ去り事件が

多発している。このような状況の中で、RFID

アクティブタグと GPS 携帯電話を利用して学

童の登下校を検知し、通学路上の学童の位置

を保護者へ通知する実験を行ったので報告す

る。 

 
２．従来技術の課題 
（１）アクティブタグを持って通学する学童

の登下校をリーダで検知する場合、登下校す

る学童の人数が多かったり、歩行スピードが

速かったりすると通常リーダで読み落としが

発生してしまう。設置するリーダの数が少な

い場合、従来技術では読み落としが発生する

と登校か下校かを正しく識別できない場合が

あった。 

（２）従来、通学路上の学童の位置を調べる

ためには、あらかじめ学童の下校時刻を予測

し、学童が持つ GPS 携帯電話の位置を携帯電

話会社へ問い合わせる必要があった。しかし、

下校時刻は毎日同じではないので、場合によ

っては何度も GPS 携帯電話の位置を携帯電話

会社へ問い合わせる必要があった。 
 
３．学童登下校通知システム 
３．１ リーダの読み落としを考慮した登下

校検出方式 
 本システムでは、アクティブタグを利用し

てそれを所持する学童の登校、下校を検出す

る。図１に登下校検出の概要を示す。タグの

移動に伴い校内外の２台のリーダがタグのID

を受信し、情報管理サーバへ通知する。情報

管理サーバでは通過時刻、通過リーダ ID を基

に該当タグ所持学童の登下校を判断する。 

情報管理サーバは、一定時間（可変）、同一

タグの検出が無かった場合に１行動と区切り、

登下校の判定を行う。図２に下校と判定され

る場合の学童の行動パターン例を示す。図２

を踏まえ、リーダの読み落としがない場合に

は、登下校判定を以下のようにしてよいこと 
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図１．登下校検出の概要 

 
図２．学童の行動パターン例 

がわかる。 

(a) 学童の１行動の中で、最後に検出するリ

ーダが校外の場合、当該学童は下校とする。 

(b) 学童の１行動の中で、最後に検出するリ

ーダが校内の場合、当該学童は登校とする。 

しかし、実際にはタグの数が多かったり、

歩行スピードが速かったりするとリーダで読

み落としが発生してしまう。ＡとＢの両方の

リーダでタグが検出されていて、明確に登校

か下校か判断がつく場合には上記の(a)、(b)

のように判定できるが、例えば、以下のよう

な場合には登校か下校かの判定が難しい。 

(c) 学童の１行動として、検出するリーダが

すべて校外の場合（すなわち、校内リーダに

よる検出がない場合） 

このような場合、直前の状態を記憶してお

き、その情報に基づいて登下校の判断を行う。

なお、以下で述べる登校状態とは校門を入っ

て学校内にいる状態を言い、下校状態とは校

門を出て学校外にいる状態を言う。 

(c)-1 直前の状態が登校で、校外のリーダの

み検出している場合は、学童は下校により校

門を通過しており、何らかの理由で校内のリ

ーダで読み落としたと考え、上記(a)の判定を

行う。 

(c)-2 直前の状態が下校で、校外リーダのみ
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検出している場合、学童は校門を通過してい

ないことになるが、下校状態から校門まで来

て校内に入らないという事象は可能性として

低いと思われる。実際は校門を通過しており、

何らかの理由で校内のリーダが読み落とした

と考えることも否定できず、登校か下校かの

判定が難しい。図３に２通りの行動例を示す。 

 
図３．登下校判定が困難な行動例 

上記(c)-2 のような場合は、GPS 携帯電話の位

置検索を行い、得られる位置情報より校内、

校外を判断して登下校を判定する。   

従来技術では、リーダで読み落としが発生

すると登校か下校かを正しく識別できない場

合があったが、本システムではリーダでの読

み落としを考慮して登下校の判定を行うので、

登校か下校かを正しく識別することができる。 

 

３．２ 下校を契機とした定期的な GPS によ

る通学路上の学童の位置検出、通知方式 
 下校検出を契機に帰宅中の学童の位置情報

を定期的に取得し、履歴として保存すると共

に、保護者へメールで通知する。処理手順を

以下に示す。また、処理手順の概要を図４に

示す。 

①学校に設置されているリーダが学童のタグ

を検出し、それを情報管理サーバへ伝える。 

②情報管理サーバは、学童が下校したことを

検出する。 

③情報管理サーバは、設定された時間間隔で

当該学童の所持する GPS 携帯電話の位置情

報を GPS サーバへ要求する。 

④GPS サーバは、学童の GPS 携帯電話へ位置

情報を要求し、GSP 携帯電話は GPS によっ

て測位を行い、GPS サーバへ位置情報を送

信する。 

⑤GPS サーバは、位置検索結果を情報管理サ

ーバへ通知する。 

⑥情報管理サーバは、学童の位置を履歴に保

存する。 

⑦情報管理サーバは、学童の位置情報をメー

ルで保護者へ通知する。 

⑧情報管理サーバは、定期的に位置情報を要

求し、④～⑦を繰り返す。 

⑨保護者や教職員はブラウザより位置履歴を

参照する。 

 
図４．下校を契機とした通学路上の位置検出、

通知方式の処理手順概要 

従来、保護者は学童の下校時刻を予測して 

学童の所持する GPS 携帯電話の位置を携帯電

話会社へ何度も問い合わせる必要があったが、

本システムでは学童の下校を契機として GPS

による位置検索を自動的に行うので、無駄な

位置検索を行わなくてすみ利便性を向上させ

ることができる。 

 
３．３ 動作検証 
 障害物の少ない屋外で学校を模擬した環境

を作成し、動作検証を行った。GPS 携帯電話

の位置検索による誤差を測定したところ、誤

差 50m 未満が 100%、誤差 30m 未満が 90%、誤

差 10m 未満が 60%であった。GPS 携帯電話の位

置検索によって 30m 未満の誤差内で９割の登

下校判定が可能であることがわかった。また、

学童の下校をタグで検出して GPS による位置

検索スケジュールを起動し、学童の位置を定

期的に検出、通知することにも成功した。1

回の GPS 測位に要する時間は 15 秒～30 秒と

短く、メールによる位置通知は設定した時間

間隔で行われることを確認した。今後は障害

物により電波が反射されるような環境下での

動作検証も必要である。 

 
４．まとめ 
 本稿では、従来技術の課題を克服するため、

リーダの読み落としを考慮した登下校検出方

式及び下校を契機とした GPS による通学路上

の学童の位置検出方式、通知方式を提案し、

システム開発を行って動作の正常性を確認し

たことについて報告した。 
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